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インフラマネジメント研究部会

はじめに
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インフラマネジメント研究部会

JFMA
★インフラマネジメント研究部会2015年11月 設立
★設立当初（会員10名＋顧問2名＋アドバイザー2名）

★現在（会員26名＋顧問3名＋アドバイザー2名）

インフラマネジメント研究部会 の紹介

インフラマネジメント研究部会のテーマ

官民連携を基本とするインフラマネジメント手法の導入を推進し、地方自治体へのヒアリン
グ、地元学術団体との連携によりインフラマネジャーの育成、及びISOの活用・定着のため
の調査研究活動を行う。また協会主催のファシリティマネジャー育成研修に参加しFMとイン
フラマネジメントとの融合をめざす

行政の会員がいないのがボトルネック！是非会員加入をお願いします！！
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インフラマネジメント研究部会
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インフラ点検のすゝめ 発刊
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インフラマネジメント研究部会

資料：未来投資会議 産官協議会「次世代インフラ」会合

インフラメンテナンスの現状
市町村における維持管理体制
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インフラマネジメント研究部会

資料：未来投資会議 産官協議会「次世代インフラ」会合

インフラメンテナンスの現状
市町村における土木費の推移
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インフラマネジメント研究部会

資料：未来投資会議 産官協議会「次世代インフラ」会合

インフラメンテナンスの現状
地方自治体の支援に必要な３つの観点
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インフラマネジメント研究部会

資料：未来投資会議 産官協議会「次世代インフラ」会合

インフラメンテナンスの現状
戦略的な維持管理・更新の推進（メンテナンスサイクルの確立）
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インフラマネジメント研究部会

資料：国土交通省 社会資本メンテナンス戦略小委員会

インフラメンテナンスの現状
点検の実施体制
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インフラマネジメント研究部会

資料：国土交通省 社会資本メンテナンス戦略小委員会

インフラメンテナンスの現状
維持管理・更新のための人材育成・体制整備に向けた取組
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インフラマネジメント研究部会
インフラメンテナンスの現状
実行的なメンテナンスサイクルの確立に向けた取組【アセットマネジメントの推進】

資料：国土交通省 社会資本メンテナンス戦略小委員会
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インフラマネジメント研究部会

資料：国土交通省資料
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従来通りの維持管理・更新をした場合の推計

維持管理費 更新費 災害復旧費 新設（充当可能）費 維持管理・更新費が2010年度の投資総額を上回る額

（兆円） （兆円）

2019年 2037年（新設予算なし）

（18年後）

更新費推移

6倍に増加

新設費約3.5兆円
維持管理費3.3兆円

インフラメンテナンスの現状
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インフラマネジメント研究部会

資料：国土交通省資料

2014年
運営・維持管理費2６兆円
新設・改良費20兆円

インフラメンテナンスの現状
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インフラマネジメント研究部会

インフラメンテナンス国民会議（平成２８年１１月２８日設立）

資料：国土交通省
社会資本メンテナンス戦略小委員会

インフラメンテナンスの現状
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インフラマネジメント研究部会

インフラメンテナンス国民会議（平成２８年１１月２８日設立）

資料：国土交通省
社会資本メンテナンス戦略小委員会

インフラメンテナンスの現状
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インフラマネジメント研究部会

資料：「インフラマネジメント懇話会レポート」JFMA

インフラメンテナンスの現状
メンテナンスサイクルマネジメントサイクル
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インフラマネジメント研究部会

資料：インフラメンテナンス国民会議資料

インフラメンテナンス国民会議（平成２８年１１月２８日設立）
インフラメンテナンス国民会議とは
インフラメンテナンスの社会的機運の向上、次世代へのインフラ継承を目的とした、
インフラメンテナンスに関する技術や知恵を集結する、産官学民が連携するプラットフォーム

設立の背景 ■ インフラは豊かな国民生活、社会経済を支える基盤であり、急速にインフラ老朽
化が進む中で施設管理者は限られた予算の中で対応しなければならず、インフラメ
ンテナンスを効率的、効果的に行う体制を確保することが喫緊の課題

■ 豊かな国民生活を送る上でインフラメンテナンスは国民一人ひとりにとって重要
であることから、インフラメンテナンスに社会全体で取り組むパラダイムの転換が
必要

目的 1. 革新的技術の発掘と社会実装

2. 企業等の連携の促進

3. 地方自治体への支援

4. インフラメンテナンスの理念の普及

5. インフラメンテナンスへの市民参画の推進

インフラメンテナンス国民会議（平成２８年１１月２８日設立）

インフラメンテナンスの現状
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インフラマネジメント研究部会

資料：インフラメンテナンス国民会議資料

インフラメンテナンス国民会議
平成２８年１１月２８日設立

設立時199者 →２年11か月で 1,800者を超える

インフラメンテナンス国民会議
平成２８年１１月２８日設立

会員種別 現在
(2019.10.17）

設立時
(H28.11.28)

増加数

企業会員 762 95 667

行政会員 728 73 655

団体会員 147 27 120

個人会員 203 4 199

計 1,840 199 1641

インフラメンテナンスの現状

企業会員

762者

行政会員

728者

団体会員

147者

個人会員

203者

全会員
1,840者
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インフラマネジメント研究部会インフラメンテナンスの現状
熊本県玉名市のメンテナンスへの取組

資料：国土交通省 社会資本メンテナンス戦略小委員会「熊本県玉名市」
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インフラマネジメント研究部会

資料：国土交通省 社会資本メンテナンス戦略小委員会「熊本県玉名市」

インフラメンテナンスの現状
熊本県玉名市のメンテナンスへの取組
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インフラマネジメント研究部会

★インフラのメンテナンスの水平展開について
国交省が行っている革新的技術やインフラメンテ国民会議が実施している技術マッチング、合わ
せてＳＩＰで開発された技術の実装がうまく行かないのは、そもそも市町の自治体はまったく実
施してこなかったメンテナンス（現状は構造物の点検）を法制化により急に回す必要がでて
きてしまい。予算もない、技術も備えていない中で、国が求めているスタートラインにさえつい
ていないのが現状。言い換えれば、Ｆ１やモーターショーのコンセプトカーではそのまま公道で走
らせることができないのが承知の通りで、公道で走らせるためにはその使用者に合うように、ダウン
サイジングする必要がある。

★直営メンテナンスについて
特に市町は予算がないので直営する必要があるが
市町職員の技術力、マンパワーの不足から、予算がない中
業務委託せざるを得ないのが現状。

インフラメンテナンスの現状
熊本県玉名市のメンテナンスへの取組

2019/10/24 14:00 玉名市 建設部土木課
橋梁メンテナンス係 係長 木下様
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インフラマネジメント研究部会

インフラ点検のすゝめ 発刊までの道のり

インフラマネジメント研究部会 企画ワークショップ風景 部会顧問 丸山久一先生
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インフラマネジメント研究部会

インフラ点検のすゝめ 発刊までの道のり

ワークショップの実施結果

[インフラ点検教本分科会の出版に向けて]
STEP１ 目的、成果物、成功基準の共有

Objective
目的

・インフラマネジャーという総合的な技術者の育成をする
・若手技術者が活躍できる環境を作る
・知識を伝承する
・FMとインフラを連結して、まちづくりに活かせる
・インフラメンテの危機感を周知広報させる
・認定FM資格の＋αのαの部分

Deliverables
成果物

・JFMAの活動の研究成果の本、イエローブックの別冊
・認定FM保有者がインフラマネジメントに関与できる本
・ファシリティマネジャーがインフラマネジャーになるための教本
・自治体の各部署が横断的に活用できるハンドブック
・インフラマネジメントの現場で何が起きているか、わかりやすく解説する
・道路、橋梁、河川、上下水道、公園など、幅広い点検を網羅できている
・最新のインフラ点検を学べる
・共通の悩みを解決するための本
・隠れた地域のノウハウ・人材を活用する

Success Criteria
成功基準

・目指せ！100万部！！
・学校の図書館にある本
・学校、自治会の教科書、工業高校のインフラの授業に活用される
・自治体職員のハンドブックとなり、全国自治体の80％に1冊でも置かれる
・自治体職員、市民、幹部職員がPDCAサイクルの行動基準
・自治体の組織改変のきっかけになる（インフラ＋ハコモノ）
・JFMAの認定FM講習のテキストになる
・ここがムダとわかる
・インフラに対する市民の関心を引き出す
・三木先生にほめられる
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インフラマネジメント研究部会

STEP2 技術教本の内容の共有
手段内容・機能（目的）

知識を得る

[インフラ点検教本分科会の出版に向けて]
ワークショップの実施

顧
客
満
足
の
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
教
本
の
活
躍

現場の気持ち
を伝える

最新技術
を教える

アセット
マネジメント
を知る

インフラ
マネジメント
を体系化する

市民協働
を知る

チェックリストがある

絵が多い

失敗事例とその教訓と改善事例を示す

点検要領にこだわらない

ICTを活用した最新の点検技術を記載する

テクニカルに集中する

インフラとハコモノの相違点がわかりやすい

様々なPDCAサイクルを紹介する

施設と道路系の点検基準の違い

点検にこだわらず、インフラマネジメントの全貌を示す

ISO55000のような体系を作る

市民と協働している事例を載せる

インフラ点検のすゝめ 発刊までの道のり
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インフラマネジメント研究部会

[インフラ点検教本分科会の出版に向けて]
ワークショップの実施 STEP3 技術教本の課題の共有

好ましくない状態 望ましい状態 前向きな建設的な
アイデアを！

高くて買えない 値段が安くて買いやすい ・CD-ROMやスマホを使いカラー印刷を減らす

自治体の人が買ってくれない 自治体でうわさになる ・SNSを活用する
・JFMA会員の組長さんに送付
・インフラ危険度ランキングの自治体に送る
・CPDやJAAMなどと共催した講習会などで使ってもらう
・タイムリーなものが入る

どの本も同じだろ！と思われる スキルがあがり、役に立つ！
知識が詰まっている

・実施事例の写真が載っている
・執筆者をJFMA部会にこだわらない

ただのマニア本になる 業者目線の面白いマニア本になる ・暴露することで楽しくなる
・実体験に基づく経験談を載せる
・コラムを入れる

関係者なのに関係ないと思われる
納期がわからない

多くの人が執筆したくなる
執筆料が出る！
協力し合って話が進む

「インフラFM点検教本」にする
・FM認定の中に入っている
・グループにして編集会議を頻繁に行うことでワイワイしな
がら作り上げる
・周囲のつながりを持つため、視察を兼ねた合宿をする
（合宿もコラムにする）

インフラ点検のすゝめ 発刊までの道のり
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インフラマネジメント研究部会

◎ここが違う！5つのポイント
①アセットマネジメントPDCAサイクルの実践方法
②自然災害に強い維持管理の視点
③安全に作業できる現場環境づくり
④若手技術者・管理者が知って得をする
⑤脱！点検のための点検教本

インフラ点検のすゝめ 発刊

＜書籍紹介＞
現場を知る技術者が集まり、現場の知ってほしいことを集めた本が

完成しました。『災害を想定外にしない』ための要
点を整理し、目で見て理解できるように、写真とイラストでわかりや
すく解説しています。
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インフラマネジメント研究部会

インフラ点検のすゝめ 発刊
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インフラマネジメント研究部会

インフラ点検のすゝめ の見どころ
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インフラマネジメント研究部会

インフラ点検のすゝめ の見どころ
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インフラマネジメント研究部会

インフラ点検のすゝめ の見どころ
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インフラマネジメント研究部会

インフラ点検のすゝめ の見どころ
第2 章 想定外の災害にしないための

重要ポイント

損傷ごとにメカニズムや対策が
書いてあるから、教育にも使いやすい！
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インフラマネジメント研究部会

インフラ点検のすゝめ の見どころ
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インフラマネジメント研究部会

インフラ点検のすゝめ の見どころ
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インフラマネジメント研究部会

インフラ点検のすゝめ の見どころ



35

インフラマネジメント研究部会

インフラ点検のすゝめ の見どころ
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インフラマネジメント研究部会

インフラ点検のすゝめ の見どころ
第3 章 安全に点検を行うための

重要ポイント

実際にあった事例を、4コマや写真で
紹介しているので、イメージしやすい！
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インフラマネジメント研究部会

インフラ点検のすゝめ の見どころ
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インフラマネジメント研究部会

インフラ点検のすゝめ の見どころ

７つのコラムと３つの協働事例
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インフラマネジメント研究部会

インフラ点検のすゝめ の展開

主催者企画へ出展します

12月4日（水）～6日（金）
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インフラマネジメント研究部会

インフラ点検のすゝめ の展開

本を出版することが目的ではありません
出版はあくまで通過点です

そもそも国が求めるスタートラインに立てていない行政のサ
ポートとして活用されること

教本の出前講座も開催する予定です

そして社会課題解決に役立つＦＭとして活用されること
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インフラマネジメント研究部会

定価）本体 1,500円 + 税 ※一般価格

会員価格 1,300円 ＋ 税

インフラ点検のすゝめ の展開


